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K U D A M A T S U

地名の由来“流星伝説”

推古天皇の頃、青柳浦の老松に大星が降って７日７夜のあいだ光輝き、

「百済の皇子がこの地にやって来る」とのお告げがあった。

３年後、百済からやってきたのが、

この地を治めた大内氏の祖と言われる琳聖太子。

人々は社を立て、大星を祭った。

このことから「星が降った松」、「降り松」となり、

のちに「下松」となったといわれる。




















